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図６ 地震後 
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巨大地震に対する超高層集合住宅の人・生活を守る技術の開発 
その７ 高層集合住宅居住者の避難方法に関する意識調査  
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§１ はじめに 

前報に引き続き、超高層集合住宅居住者の“避難せず

建築内に残留し対応する”という新しい防災施策が提案

されている現状をふまえ、実際の居住者の意識について

調査を行い、施策普及にむけた課題の抽出を行う。本報

では 10 階建て以上の集合住宅の居住者を対象としたア

ンケート調査について報告する。 
§２ 調査概要         表１ 調査概要 

 東京都 23 区内にある 10 階

建て以上の集合住宅居住者を

対象に、地震に対する意識、

地震への備え、避難方法の意

識等に関する調査を行った。

調査概要および属性の一部を

表１に示す。なお、本調査は

2011 年 3 月 11～13 日に実施

した。回収中に東北太平洋沖地震が発生したため、顕著

な差はみられないものの、影響は含まれていると考える。 
§３ マンション居住者の居住階および居住意識 

 回答者の自宅がある階（居住

階）を図１に示す。10 階未満が

多いものの、居住階が 10 階以上

20 階未満の回答者は 163 名、20
階以上の回答者は 34 名である。 
 次に首都直下型地震に対して心

配な点を質問した。居住階ごとに

分けた結果を図２に示す。       図１ 居住階 
 居住階が高くなるほど、「エレベータに閉じこめられ

ないか」「階段を上り下りしながら生活できるか」など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 首都直下型地震に遭遇した場合心配なこと 

の心配が増える傾向にある。なお、その他の回答として

はペットの対応や外出中の家族との連絡が挙げられた。 
§４ 避難所に対する認識 

次に避難場所の認識と自宅マン

ションにおける既存ルール等の認

識状況について調査した。結果を

図３，図４に示す。 
「避難場所を認識している」回

答者は半数以下であり、「知らな

い」という回答者も少な

くない。また居住マンシ

ョン内で定められたルー

ル等の認知状況では、

25％が「ルールはない」

と回答し、45％は「（ルー

ルの有無は）わからな

い」と回答した。居住階

30 階以上の回答者は 35％
がわからないと回答した。

また「自宅待機」と回答

した人は、居住階 20 階以

上の回答者の 20％で、マ

ンション自体の階数が 20 階以上の約 25％となった。よ

って、大半の高層マンション居住者は災害時の避難方法

等について共通認識をもっていないことがわかる。 
§５ 避難生活に対する意識 

大地震時はエ

レベータが長期

間停止するため、

避難生活を自宅

でおくる場合は

階段による移動

が必須となる。

この階段移動の

困難度について

質問した結果を

図５に示す。 
さらに大地震

発生後、「自宅待機」と「避難所に移動」のどちらを選

択するか質問した結果を図６に示す。なお、図５で階段
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調査日時 2011年3月11日～13日
調査方法 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによるWEBｱﾝｹｰﾄ

調査対象

東京都23区内の持ち家マン
ション居住者（建物は10階建
て以上のみ。居住階は10階
以下も含む）

調査内容

地震に対する意識、備蓄、避
難行動、避難所に対する意
識、建物内残留に対する意
識、他

回答者
年齢20～79歳の男女519名
（地震前の回答者は45名）

属性
男性51％女性49％、建物階
10～58階、居住階1～56階 0
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図３ 避難場所の認知 

図４ 災害時のルール認知 

図５ ｴﾚﾍﾞｰﾀ停止時 

の階段往復の可否 
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移動が可能な回答者と困難な回答者にわけて整理した。 
約 25％が階段での往復は難しいと回答したが、これは

居住階よりも年齢差が大きい結果となった。また「自宅待

機」という回答は 65％、「避難所に移動」という回答は

35％程度だが、「自宅待機」と回答した人の多くは「様子

を見てしばらくしてから避難所に移動する」という意見も

挙げている。またこれらの回答は階段による往復の困難さ

には影響をうけない結果となった。 
さらに備蓄状況について質問した。結果を図７に示す。 
地震後に「自宅待機」の居住者は「避難所に移動」の居

住者よりやや備蓄している割合が高いものの、顕著な差異

はない。首都直下型地震への対応としては７日分の水と食

料の備蓄が必要であると言われているが、この条件を満た

している居住者は１割以下となった。 
§６ 被災生活空間に対する意識 

地震後の被災生活空間として自宅または避

難所を選択した理由を質問した。結果を図８

に示す。 
「自宅待機」を選択する回答者は、自宅の

安全性とプライバシーの確保を理由に挙げて

いる。「自宅ではテレビの情報がすぐ入る」と

いった意見もあるが、これは 3 月 11 日の地震

時に 23 区内は停電がな

く、テレビを見ることが

可能な状況であったこと

に起因すると考えられる。 
一方、「避難所」を選

択した居住者は、避難所

の安全性の他、支援物資

や情報入手などを理由と

して挙げた。 
さらに、避難所で過ご

すメリットとデメリット

について質問した結果を

図９に示す。 
メリットとしては、食

料、毛布、衣類等の支援

物資が得られること、情

報入手などが挙げられ、

また大勢の人が一緒にい

ることで得られる安心感

などの回答もみられた。

またデメリットとしては

トイレの不便さ、居住ス

ペースの狭さなど、スト

レスにつながる項目の回

答が多い。 

§７ おわりに 

 居住者の視点をふまえた超高層集合住宅における避難

のあり方を検討するため、本報では高層マンション居住

者の地震および避難所に対する意識等の調査を行った。

その結果、自宅に残留して避難生活を送る対象となる高

層マンション、超高層マンションの居住者の１／３は避

難所での避難を期待し、その理由として各種支援物資と

情報の入手を挙げた。しかし現実的には東京都 23 区内

にある高密度の超高層マンション居住者を避難所に収容

できる可能性は低い。よって自宅残留対策に対する認識

を高め、これに付随する備蓄等の準備についても啓発す

る必要がある。これらの具体的な検討が今後の課題であ

る。なお、本調査にご協力頂いた皆様に深謝する。 
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ａ）自宅待機する理由           ｂ）避難所に避難する理由 

図８ 首都直下型地震に遭遇した際の避難行動の理由（ﾏﾝｼｮﾝに損傷がない場合） 

ａ）避難所で過ごすメリット      ｂ）避難所で過ごすデメリット 

図９ 避難所での被災生活に対するメリット・デメリット 
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図７ 地震のために自宅に備蓄しているもの 
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